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2026年７月13日 

各位 

会社名 株式会社 デンタス 

代表者名 代表取締役社長 河野 恭佑 

コード番号（ 6174 TOKYO PRO Market ） 

問合せ先 取締役管理部長 大﨑 隆 

電話番号 088-657-3115 

 

 

第三者割当による新株式発行に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、新株式の発行（以下「本第三者割当増資」といいま

す。）を行うこと決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．募集の概要 

（１）払込期日 2026 年 ７ 月 21 日  
    

（２）発行新株式数 普通株式   26,500 株  
    

（３）発行価額 １株につき  1,000 円  
    

（４）調達資金の額 26,500,000 円  
   

（５）募集又は割当方法 第三者割当の方法による  

（割当予定先） 河野 恭佑 
村口 和孝 

5,500 株 
21,000 株 

    

 

２．募集の目的及び理由 

 （資金調達の目的及び理由） 

当社グループは上場後連続で当期純損失を計上しており、2020年３月期の連結財務諸表

において債務超過の状態は解消、2025年３月期においては親会社株主に帰属する当期純利

益28,261千円を計上ししたものの、直近の2026年３月期においては再び当期純損失を計上、

継続企業の前提に関する事項の注記を記載しております。 

そこで当社においては、財務体質の早期改善が喫緊の課題となっており、加えて事業拡

大と収益力の向上も重要な経営課題と認識しております。そこで、自己資本比率を毀損す

ることなく成長に向けた投資資金を調達するため、本第三者割当増資を実施することとい

たしました。 

 

（第三者割当増資を選択した理由） 

 本第三者割当増資の実施にあたり、銀行借入や社債発行等、負債性のある資金調達手段

も検討しましたが、自己資本比率を向上しつつ資金調達を可能とする手段として本第三者

割当増資を選択いたしました。 

また、本第三者割当増資により、既存株主の持分割合に6.53％の希薄化が生じますが、

財務体質を改善しつつ、事業拡大を加速し企業価値を向上させる事が株主の利益にも資す

ると判断し、当社の経営状況及び財政状態を踏まえ、早急に資金調達する方法として、本

第三者割当増資が相当であると判断いたしました。 
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３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額  

①払込金額の総額 26,500,000 円 
   

②発行諸費用の概算額 200,000 円 
   

③差引手取概算額 26,300,000 円 
    
（注）1.発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。 

 
2.発行諸費用の概算額は、登記費用等であります。 

 
（２）調達する資金の具体的な使途  

具体的な使途 金額 支出予定時期 
   

運転資金 26,300,000 円 2026 年 ７ 月～2027年 ６ 月  
    

 （注）1.今回調達した資金については、実際に支出するまでの間、当社取引先金融機関の普通

預金口座にて保管する予定です。 

    2.今回調達した資金については、順次運転資金として使用する予定です。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

「２．募集の目的及び理由」にも記載のとおり、当社の事業継続のためには、財務体質

の改善が喫緊の課題となっております。 

そこで当社は、調達した資金によって財務体質を改善し運転資金として活用、事業の拡

大並びに収益力の向上を図ることが、当社の企業価値向上、ひいては株主利益に資するも

のになると考えており、本資金使途は合理的であると判断しております。 

 

５．発行条件等について 

「２．募集の目的及び理由」にも記載のとおり、当社の事業継続のためには、事業の拡

大に加えて財務体質並びにキャッシュフローの維持も喫緊の課題となっております。 

そこで当社は、様々な資金調達の方法を探っておりましたが、当社が未だ赤字体質から

脱却できていないこと、また一方で当社株式の上場する東京証券取引所 TOKYO PRO Market

は、プロ向け株式市場という性質上売買取引が少なく、当社株式の終値についても2015年

９月の上場直後に成立した株価のままとなっており、発行条件について打診先となかなか

折り合いのつかない原因となっておりました。当社としても、既存株主の皆様の利益を毀

損する可能性があるディスカウントを望むものではございませんが、本第三者割当増資に

よる調達資金によって財務体質を改善しつつ、事業拡大並びに収益力の向上を図ることが、

当社の企業価値向上、ひいては株主の皆様への利益につながると考え、発行価額1,000円と

いう条件で割当予定先から同意を得ました。なお、当該発行価額による本第三者割当増資

は、会社法第199条第３項に定める特に有利な金額による発行に該当すると判断される可能

性も否定できないため、慎重な手続きを経る観点から、当社は、2026年６月26日開催の当

社第30期定時株主総会において、株主の皆様から特別決議による承認をいただいたことに

より、本第三者割当増資を行うことといたしました。 

本第三者割当増資により新規に発行する株式数26,500株（議決権265個）の発行済株

式数（405,366株、2026年３月31日現在、自己株式1,300株除く）に占める割合は

6.53％、株式発行前の総議決権4,052個に占める割合は6.53％となります。しかしなが

ら、本第三者割当増資による調達資金を運転資金として活用し、財務体質の改善を図るこ

とにより、当社の企業価値の向上にもつながるものと考えております。 

このような観点から、株式発行数量及び株式の希薄化の規模は妥当であると判断い

たしました。 
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６．割当予定先の選定理由等 
（１）割当予定先の概要 

①氏名  河野 恭佑 
 

    
 

②住所  千葉県船橋市 
 

   
 

③職業の内容  当社代表取締役 
 

   
 

④上場会社と当該個人との間の関係  
 

   
 

 資本関係  当社普通株式を158,266株保有しております。 
 

    
 

 人的関係  当社代表取締役であります。 
 

    
 

 取引関係  該当事項はありません。 
 

    
 

 関連当事者への該当状況  関連当事者にあたります。 
 

    
 

    
 

 

①氏名  村口 和孝 
 

    
 

②住所  東京都世田谷区 
 

   
 

③職業の内容  当社取締役 
 

   
 

④上場会社と当該個人との間の関係  
 

   
 

 
資本関係 

 
当社普通株式を21,800株保有しております。 
当社A種種類株式を9,293株保有しております。 

 

    
 

 人的関係  当社取締役であります。 
 

    
 

 取引関係  該当事項はありません。 
 

    
 

 関連当事者への該当状況  関連当事者にあたります。 
 

    
 

    
 

 

（２）割当予定先を選定した理由 

割当予定先である河野恭佑は当社の代表取締役であり筆頭株主であります。また村口和

孝は当社の取締役であり大株主であります。本第三者割当増資に伴い、他者への割当も検

討いたしましたが、安定した黒字化までには一定の期間を要する当社の現状においてその

他打診先との折り合いもつきにくく、当社の中長期的な企業価値向上の観点からも、当面

の間、両氏からの経営支援も必要であると考えており、かつ安定株主であることと併せて、

本株式の割当予定先として適切であると判断しております。 

なお、両氏については反社会的勢力とは一切関係の無いことを確認しており、本第三者

割当増資に伴い「割当を受ける者と反社会的勢力との関係がないことを示す確認書」を東

京証券取引所に提出しております。 

 
（３）割当予定先の保有方針 

 

当社は、割当予定先が当社の安定株主として本株式を長期にわたり保有する意向である

ことを、確認しております。 

 
（４）割当予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

 

当社は、割当予定先より、本第三者割当増資に必要な自己資金を十分に有していること

を口頭にて確認しております。 
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７．募集後の大株主及び持ち株比率 

募  集  前（2026 年３月 31 日現在） 募  集  後  
    

河野恭佑 38.9％ 河野恭佑 37.9％ 

村口和孝 5.3％ 村口和孝 9.9％ 

柳下技研株式会社 4.9％ 柳下技研株式会社 4.6％ 

株式会社ギコウ 4.7％ 株式会社ギコウ 4.4％ 

三上智彦 4.1％ 三上智彦 3.9％ 

有田道生 2.8％ 有田道生 2.6％ 

泊健一 2.5％ 泊健一 2.4％ 

みらいコンサルティング株式会社 2.4％ みらいコンサルティング株式会社 2.3％ 

三木康弘 1.7％ 三木康弘 1.6％ 

藤田恭嗣 1.6％ 藤田恭嗣 1.5％ 

（注）1.持株比率については、2026年３月31日現在の株主名簿を基準として、議決権のな

いA種種類株式及び自己株式を除く、普通株式発行済株式総数405,366株（募集後

431,866株）に対する所有株式数の割合を記載しております。 
 

2.表示単位未満を切り捨てしております。 
 

８．今後の見通し 

本第三者割当増資による2027年３月期業績に与える影響は軽微であります。 

 

９．企業行動規範上の手続きに関する事項 

  本第三者割当増資は、①希薄化率が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものでは

ないことから、東京証券取引所の定める上場規程432条に定める独立第三者からの意見入手及

び株主の意思確認手続きは要しません。 

 

10．最近３年間の業績及びエクィティ・ファイナンスの状況 
（１）最近３年間の業績（連結）  

 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期 
 

    
 

売上高（千円） 859,872 913,073 790,561 
 

     

営業利益又は営業損失
（千円） △48,513 7,234 △42,098 

 

    
 

経常利益又は経常損失
（千円） △45,731 10,365 △43,853 

 

     

親会社株主に帰属する 

△43,412 28,261 △42,950 
 

当期純利益又は親会社株
主に帰属する当期純損失
（千円） 

 

 

     

１株当たり当期純利益又
は１株当たり当期純損失 △106.91 69.71 △105.95 

 

（円） 
 

 

    
 

１株当たり配当金（円） ― ― ― 
 

     

１株当たり純資産（円） △448.82 △379.11 △485.06 
 

    
 

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況    （2026年３月31日現在）  

 株 式  数 発行済株式数に対する比率 
 

     

発  行  済  株  式  数 

普通株式 

自己株式 

A種種類株式 

405,366 株 

1,300 株 

121,402 株 

99.6％ 

0.3％ 

― 
 

（注）Ａ種種類株式は議決権を有しないため、発行済株式数に対する比率は記載しており 

ません。 
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（３）最近の株価の状況 
 

①最近３年間の状況   

  2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期 
     

始 値 ―円 ―円 ―円 
     

高 値 ―円 ―円 ―円 
     

安 値 ―円 ―円 ―円 
     

終 値 ―円 ―円 ―円 
     

 
②最近６か月間の状況 

 
当該期間については売買実績がありません。 

 
③発行決議日前営業日株価 

 
2026年７月10日については売買実績がありません。 

 
10．最近３年間のエクィティ・ファイナンスの状況 
 

該当事項はありません。 
 

11．発行要項 

（１）募集株式の種類及び数 当社普通株式  26,500 株 

（２）払込金額 １株につき 1,000 円 

（３）払込金額の総額 26,500,000 円 

（４）増加する資本金及び 

資本準備金の額 

増加する資本金の額      １株につき  500円 
増加する資本準備金の額     １株につき  500円 

（５）払込期日 2026年７月21日 

（６）割当先及び割当株式数 
河野 恭佑                 5,500 株 

村口 和孝                21,000 株 

（７）払込取扱場所 阿波銀行本店営業部 

（８）その他 
上記のほか、新株の発行に関し必要な事項は、 

当社取締役会において決定いたします。 

以上 


